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2012年3月20日  

PE0059 木村一夫 

 

2012年2月、PEライセンスの更新に関するAuditを受けました。まだ受けたことのない人の参考になると思

い、経過を記します。まず、今回学んだ教訓と判明した疑問点をまとめておきます。 

 

① 自分は関係ないと思っていても、当たる？時は当たります。油断禁物です。  

② 通知は郵送で来て、資料を郵送で送りかえすとすると、発信日から一か月後が締切であるから、実質、

きわめてあわただしい日々となります。  

③ 査察そのものはあまり厳しくはないという感想です。JSPE理事会でも議論になった語学研修等の技術に

直接関係ないトレーニングでもCPDと認められるかという点については、結果的に答えはYesでした。根拠

資料さえあれば大抵のアクティビティをリジェクトしていない（CPDと認めている）のではという印象でし

た。  

 

少し詳しく述べると、①の油断禁物の件ですが、油断の原因は2つあって、一つは、通常の更新月（私の場

合2011年6月）と査察の間に8か月のタイムラグがあることです。2年に一度の更新手続きを終えて、新しい

カードももらうとどうしてもホット一息、人によっては、更新が全て終わったと思って、手持ちの資料等を片づけ

たり、処分したりするでしょう。これが最悪。半年強後にいきなり査察だといわれて、資料の行方を捜したりして

いたら時間がたりなくなります。 

もう一つの原因は、査察対象の選抜？確率にあります。通知によると、コンピューターで全会員の３％の人

をランダムに選んでいるそうです。が、個人的には文面を信じていません。周りの人はもっと当たって？いる気がし

ます。私もくじ運は悪い方で、宝くじは当たったことがないし、３％であれば、30回に1回当たる確率で、まだ5

回しか更新したことがないのに、早々にあたるのは、日本人をそれも年寄りを作為的に狙っているとしか思え

ないと憤慨したことです（笑）。とにかく他人ごとではありません。  

②の短期間の処理については、以前、鈴木央PEの経験談でも触れていましたが、大変、忙しいです。私の

場合、1月26日付の通知が2月第１週に届いて、提出期限が2月25日でした。大急ぎで資料を作成し、2

月15日、国際スピード郵便（EMS)で送りました。その結果、2月23日付でSufficient Noteのレターが送ら

れてきて、CPD Auditに通ったことを知りました。  

提出した資料は半年前提出した、 Continuing Professional Development Hour Organization 

form を再度と それを裏付ける資料 Copies of supporting documentation （PDH時間の記載が

有るもの）一式です。 私の場合、ほとんどが JSPEのCPDセミナーの受講証明書でした。全20枚の資料で

す。内訳は4種類です。  

a)JSPEのCPDセミナーで英語教育関係 : 17時間  

b)鬼金セミナーのプロジェクトマネジメント教育 : 32時間  

c)PE試験プロクター（2回）: 4時間  

d)JSPE理事としての活動 : 2時間  
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e)その他（空母GWの見学など）: 5時間  

で、合計60時間分です。b)を除いて何か指摘されるかもしれないと予想していましたが、何も指摘はありませ

んでした。a)は、内容よりも、JSPE発行のCertificateだったことが幸いしているようです。十分、信用度はあり

ます。c)は本来ボランティアなので、CPDには含めるべきではないという内部の意見がありましたが、州ボードの

反応を見る意味で記載しました。反応はありませんでした。d)も上限があったと思ったので少なめに申請しまし

た。  

以上、学んだことは、  

① 査察は忘れたころにやってくる。  

② 備えあればうれいなし。  

でした。 日頃からいつでもAuditに応じられる様に資料はまとめて置かないと、提出までの日数はタイトで

す。資料の送付方法については、必ずしも、EMSやFEDEXによらなくても良さそうです。前記鈴木さんの経験

談では、電子ファイルで送ったようで、認められたようでした。ただ、現物送付の場合は、勤務の合間に郵便局

やFedexを利用できる日にちは限られてくるからそれも勘定して作業をする必要があります。  

以上です。この記事が、これから査察を受けるあなたに役立てば幸いです。 

 

    

図１．CPD Organization form         図２． CPD certificate document の例 


